
その他の情報や
支援が用意されて
います。
ニューヨーク州保健局（New York State 
Department of Health） 
 health.ny.gov/diseases/aids/publications

ニューヨーク州HIV/エイズホットライン（フリー
ダイヤル）
 英語：1-800-541-AIDS

 スペイン語：1-800-233-SIDA

 聴覚障害者用通信機器（TDD）：
 1-800-369-2437

音声通話利用者はニューヨークリレーシ
ステム（New York Relay System）の
711か1-800-421-1220にダイヤルし、
オペレーターに1-800-541-2437に
つなげるよう伝えてください

NYSDOH HIV匿名相談および検査プログラム
（New York State Department of Health, 
Anonymous HIV Counseling and Testing Program）
HIVに関する情報、紹介、無料・無記名でのHIV検
査の受け方についての情報は、HIV匿名相談および
検査プログラムまでお問い合わせください。
 Albany地域：1-800-962-5065

 Bu�alo地域：1-800-962-5064

 Long Island地域（Su�olk/Nassau）：
  1-800-462-6786

 Lower Hudson Valley地域：
  1-800-828-0064 

その他の情報や
支援が用意されて
います。
 Rochester地域：1-800-962-5063、TDD：
  1-585-423-8120

 Syracuse地域：1-800-562-9423

 ニューヨーク市：DOHMHの性感染症
 クリニックに関する情報については311に
 お電話ください

ニューヨーク市HIV/エイズホットライン
 1-800-TALK-HIV（825-5448）
アメリカ疾病管理予防センター（Centers for 
Disease Control and Prevention） 
 STD（性感染症）ホットライン
 英語/スペイン語 1-800-232-4636、
 1-888-232-6348
ニューヨーク州HIV/エイズ相談ホットライン
 1-800-872-2777
ニューヨーク州パートナーサービス
（Partner Services）：
 1-800-541-AIDS

ニューヨーク市接触通知支援プログラム
（Contact Notification Assistance Program）： 
 1-212-693-1419

秘密厳守
ニューヨーク州秘密厳守ホットライン： 
 1-800-962-5065
法律相談センター（Legal Action Center）：
 1-212-243-1313または 1-800-223-4044

21395 (Japanese) 1/23

一般的な臨床検査
血糖
コレステロール
HIV検査
全血球計算
脂質プロファイル

HIVで最悪な状態とは、感染の有無
を知らないままでいることです。

検査を受ければコントロールする
力を得られます。

https://campaigns.health.ny.gov/BeyondStatus

検査があ
ります
この医療施設は、適正な医療と
公衆衛生法に従って、13歳以上
のすべての患者にHIV検査を受け
ることを勧めています。

https://health.ny.gov/diseases/aids/publications


HIV検査を受ける
前に知っておく
べき重要な事項
• HIV検査は任意であり、その結果はすべ
て機密（開示されない）として扱われ
ます。

• HIVは、無防備なセックス、注射針の共
有、出産、授乳などを通じて感染する
可能性があります。

• HIVの治療は効果的で、副作用はほとん
どまたはまったくなく、1日1錠を服用す
るだけで済むこともあります。

• パートナーがいる人は、互いのHIV感染
の有無を知り、HIV治療や曝露前予防薬
（pre-exposure prophylaxis、PrEP）
によって、お互いの安全を守ることが
できます。注射針を共有せず、より安
全なセックスを実践することが、HIV、
C型肝炎、その他の性感染症の予防に役
立ちます。 

• HIV感染の有無を理由に人を差別するこ
とは違法です。

• 特定の公的検査施設では、匿名で
（名前を明かすことなく）HIV検査を受
けられます。

• HIV検査は日常的な医療の一環です
が、あなたにはHIV検査に異議を唱
える、またはそれを拒否する権利が
あります。

• HIV検査を拒否したい場合は、医療提供
者に知らせてください。

HIV検査は妊娠中
の女性にとって
特に大切です。
• 感染している母親は、妊娠中、出産
時、あるいは授乳を通して子供にHIV
を移す可能性があります。

• HIVに感染しているかどうかを、妊娠以
前に、あるいは妊娠初期に知ること
で、女性は自分と赤ちゃんの健康につ
いて重要な決定ができます。

• HIV検査は妊娠期のできるだけ早い時期
に実施され、患者の同意を得て妊娠末
期（第三期）に再度実施されます。

• HIVに感染している妊婦は、自身の健康
と赤ちゃんへのHIV感染を予防するため
の治療が受けられます。

• HIVに感染していて治療を受けない場合
は、4人に1人の割合で赤ちゃんにHIVを
移す可能性があります。治療を受けれ
ば赤ちゃんにHIVを移す可能性は大変低
くなります。

• 妊娠中に検査を受けていない場合、医療
提供者は分娩中に検査を受けることを勧
めます。どのような場合でも赤ちゃんは
出生後に検査されます。赤ちゃんの結果
が陽性だった場合には、あなたがHIV感
染しており、赤ちゃんがHIVウィルスに
さらされていたことを意味します。

州法により、HIV検査結果の機
密性（プライバシー）が保護さ
れています。また、HIV感染を
理由とする差別からも保護され
ます。

HIVの検査結果をいつどのよ
うに得られるかについては、
担当の医療提供者に相談して
ください。

HIV感染者がHIV治療を受けてお
り、6か月以上ウィルスが検出
できない場合、性行為を通じて
パートナーにHIVを感染させる
実質上のリスクはありません。
これは、「検出限界値未満
（Undetectable）＝ 感染不可能
（Untransmittable）」、または
「U ＝ U」と呼ばれます。


